
告

示

別
表

調

査

票

年

次

労
働
力
調
査
調
査

票

昭
和
五
十
二
年
一
月
か
ら
平

成
十
三
年
十
二
月
ま
で
の
各

月
分

労
働
力
調
査
基
礎

調
査
票

平
成
十
四
年
一
月
か
ら
平
成

十
五
年
二
月
ま
で
の
各
月
分

労
働
力
調
査
特
定

調
査
票

平
成
十
四
年
一
月
か
ら
平
成

十
五
年
二
月
ま
で
の
各
月
分

平成˜›年š月˜日 金曜日 第šš˜˜号官 報

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
看
護

士
の
免
許
を
受
け
て
い
る
者
」
を
削
り
、
同
項
第
四
号

中
「
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
」
を
「
保
健
師
助
産
師

看
護
師
法
」
に
、「
准
看
護
婦
」
を
「
准
看
護
師
」
に
改

め
、「
又
は
同
法
第
六
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
准
看
護
士
の
免
許
を
受
け

て
い
る
者
」
を
削
る
。

（
文
部
科
学
省
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

文
部
科
学
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
文
部
科

学
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
九
条
第
七
項
中
「
看
護
婦
、
保
健
婦
及
び
助

産
婦
」
を
「
看
護
師
、
保
健
師
及
び
助
産
師
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
四
年
三
月
一
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
令
第
八
号

土
地
改
良
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年

法
律
第
八
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
土
地
改
良

法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
七
条
第
一

項
、
第
八
条
第
二
項
及
び
第
五
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項

に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
五
十
三
条
の
三
第
二

項
（
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
三
項
、
第
九
十
六
条
及
び

第
九
十
六
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の

規
定
に
基
づ
き
、
土
地
改
良
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
四
年
三
月
一
日農

林
水
産
大
臣

武
部

勤

土
地
改
良
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

土
地
改
良
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
農
林
省
令
第

七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
第
七
号
」
を
「
第
八
号
」

に
改
め
、
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
を
第
九
号
と

し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

七

環
境
と
の
調
和
に
つ
い
て
の
配
慮
に
関
す
る
事
項

第
十
五
条
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
を
第
九

号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

七

当
該
土
地
改
良
事
業
が
環
境
と
の
調
和
に
配
慮
し

た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意
見

第
四
十
三
条
の
十
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
換
地
と
み
な
さ
れ
る
土
地
の
取
得
者
）

第
四
十
三
条
の
十
一

法
第
五
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項

に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
の
三

第
二
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
者
は
、
法
第
五
十

三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
土
地
を
取
得

し
た
後
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
（
農
地
法
（
昭

和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
二
条
第
七
項

に
規
定
す
る
農
業
生
産
法
人
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
及

び
第
三
号
に
掲
げ
る
要
件
）
の
す
べ
て
を
備
え
る
こ
と

と
な
る
者
と
す
る
。

一

耕
作
又
は
養
畜
の
業
務
に
供
す
べ
き
農
用
地
（
開

発
し
て
農
用
地
と
す
る
こ
と
が
適
当
な
土
地
を
開
発

し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
開
発
後
の
農
用
地
を
含

む
。）の
す
べ
て
に
つ
い
て
耕
作
又
は
養
畜
の
業
務
を

営
む
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二

耕
作
又
は
養
畜
の
業
務
に
必
要
な
農
作
業
に
年
間

百
五
十
日
以
上
従
事
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

三

法
第
五
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ

る
土
地
を
効
率
的
に
利
用
し
て
耕
作
又
は
養
畜
の
業

務
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

第
六
十
八
条
の
三
、
第
七
十
六
条
及
び
第
七
十
六
条
の

十
八
中
「
第
五
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
」
を
「
第
五
十

三
条
の
三
の
二
」
に
改
め
、「
第
四
十
三
条
の
十
」
の
下
に

「
及
び
第
四
十
三
条
の
十
一
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
土
地
改
良
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
四
年
四
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

（
緑
資
源
公
団
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

緑
資
源
公
団
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
農

林
省
令
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
換
地
と
み
な
さ
れ
る
土
地
の
取
得
者
）

第
二
十
三
条
の
二

法
第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
土
地
改
良
法
第
五
十
三
条
の
三
の
二

第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
五

十
三
条
の
三
第
二
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
者

は
、
法
第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
土
地
改
良
法
第
五
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
一

号
に
掲
げ
る
土
地
を
取
得
し
た
後
に
お
い
て
、
次
に

掲
げ
る
要
件
（
農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二

百
二
十
九
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
農
業
生

産
法
人
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ

る
要
件
）
の
す
べ
て
を
備
え
る
こ
と
と
な
る
者
と
す

る
。

一

耕
作
又
は
養
畜
の
業
務
に
供
す
べ
き
農
用
地

（
開
発
し
て
農
用
地
と
す
る
こ
と
が
適
当
な
土
地

を
開
発
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
開
発
後
の
農
用

地
を
含
む
。）の
す
べ
て
に
つ
い
て
耕
作
又
は
養
畜

の
業
務
を
営
む
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二

耕
作
又
は
養
畜
の
業
務
に
必
要
な
農
作
業
に
年

間
百
五
十
日
以
上
従
事
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
。

三

法
第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
土
地
改
良
法
第
五
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第

一
号
に
掲
げ
る
土
地
を
効
率
的
に
利
用
し
て
耕
作

又
は
養
畜
の
業
務
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
。

附
則
第
六
項
を
附
則
第
七
項
と
し
、
附
則
第
五
項
を

附
則
第
六
項
と
し
、
附
則
第
四
項
中「（
昭
和
四
十
九
年

法
律
第
四
十
三
号
）」を
削
り
、
同
項
を
附
則
第
五
項
と

し
、
附
則
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
二
十
三
条
の
二
の
規
定
は
、
法
附
則
第
十
三
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ

と
と
さ
れ
た
旧
農
用
地
整
備
公
団
法
（
昭
和
四
十
九

年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
二
十
三
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
土
地
改
良
法
第
五
十
三
条
の
三
の
二
第

二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十

三
条
の
三
第
二
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
者
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

〇
防
衛
庁
告
示
第
三
十
五
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
一
日

防
衛
庁
長
官

中
谷

元

日

時

平
成
十
四
年
三
月
十
七
日
・
十
八
日
（
予
備
、

同
月
十
九
日
）
の
毎
日
〇
六
〇
〇
か
ら
一
八
〇

〇
ま
で

区

域

八
丈
島
南
東
方
の
北
緯
三
一
度
一
四
分
、
東
経

一
四
四
度
二
七
分
の
地
点
を
中
心
と
す
る
半
径

二
十
五
海
里
の
区
域

実
施
艦

自
衛
艦
四
隻

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
（
夜
間

は
紅
灯
）
を
掲
揚
す
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
百
三
十
二
号

統
計
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）
第
十
五
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
統
計
を
作
成
す
る
た
め

に
集
め
ら
れ
た
調
査
票
の
使
用
を
承
認
し
た
の
で
、
統
計

法
施
行
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
百
三
十
号
）
第
六
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
一
日

総
務
大
臣

片
山
虎
之
助

指
定
統
計
の
名
称

労
働
力
調
査

調
査
票
の
使
用
目
的

総
務
省
及
び
都
道
府
県
が
、
国
民

の
就
業
及
び
不
就
業
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
統
計
を

作
成
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
轄
区
域
に
係
る
別
表

に
掲
げ
る
調
査
票
（
い
ず
れ
も
磁
気
媒
体
に
転
写
分
を

含
む
。）か
ら
所
要
の
事
項
を
閲
覧
し
、
転
写
し
、
又
は

集
計
す
る
。

調
査
票
の
使
用
者
の
範
囲

総
務
省
統
計
局
統
計
調
査
部

調
査
企
画
課
、
国
勢
統
計
課
、
労
働
力
人
口
統
計
室
及

び
消
費
統
計
課
並
び
に
統
計
セ
ン
タ
ー
管
理
部
電
子
計

算
機
室
及
び
首
席
統
計
情
報
官
付
、
人
口
製
表
部
人
口

製
表
第
一
課
及
び
人
口
製
表
第
二
課
並
び
に
統
計
研
修

所
主
任
研
究
官
付
の
職
員
、
都
道
府
県
の
統
計
主
管
課

及
び
電
子
計
算
主
管
課
の
職
員
並
び
に
総
務
省
又
は
都

道
府
県
か
ら
集
計
事
務
を
委
託
し
た
機
関
の
電
子
計
算

機
担
当
職
員

〇
総
務
省
告
示
第
百
三
十
三
号

統
計
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）
第
十
五
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
統
計
を
作
成
す
る
た
め

に
集
め
ら
れ
た
調
査
票
の
使
用
を
承
認
し
た
の
で
、
統
計

法
施
行
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
百
三
十
号
）
第
六
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
一
日

総
務
大
臣

片
山
虎
之
助

指
定
統
計
の
名
称

労
働
力
調
査

調
査
票
の
使
用
目
的

総
務
省
が
、
統
計
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
十
八
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
総
務

大
臣
が
指
定
し
た
統
計
を
作
成
す
る
た
め
の
調
査
及
び

統
計
報
告
調
整
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
四
十
八

号
）
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
総
務
大
臣
が
承
認
し
た

統
計
報
告
の
徴
集
に
係
る
調
査
事
項
と
結
合
し
て
所
要

の
統
計
を
作
成
す
る
た
め
並
び
に
統
計
技
術
に
係
る
研

究
又
は
分
析
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
作
成
す
る
た
め
、

別
表
に
掲
げ
る
調
査
票
（
い
ず
れ
も
磁
気
媒
体
に
転
写

分
を
含
む
。）か
ら
所
要
の
事
項
を
閲
覧
し
、
転
写
し
、

又
は
集
計
す
る
。

œ


